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２０２４年１月３１日 
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小田急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区 社長：五十嵐 秀）は、２０２４年１月３１日（水）

に持続可能な社会を実現する取り組みの一環として、コンコルディア・フィナンシャルグループの

横浜銀行（代表取締役頭取 片岡 達也）から「ＳＤＧｓサステナビリティ・リンク・ローン」（以

下「ＳＬＬ」）が実行されたことをお知らせします。 

 

 ＳＬＬは、環境課題や社会的課題の解決に向けたサステナビリティ活動の目標値として、「サス

テナビリティ・パフォーマンス・ターゲット」（以下「ＳＰＴｓ」）を設定し、金利条件等をＳＰＴｓ

達成状況に連動させることで、借り手にＳＰＴｓ達成に向けた動機付けを促し、サステナビリティ

経営の支援、持続可能な事業活動および成長を推進するサステナブルファイナンスです。 

 また、２０２４年１月に当社が策定した「サステナビリティ・リンク・ローン・フレームワーク」

は、国内外で策定されている各種原則・ガイドライン等に対する整合性について、株式会社格付投

資情報センターのオピニオンを取得しております。 

 

当社は、２０５０年に小田急グループのＣＯ２排出量実質「０」を目指す行動指針「小田急グループ

カーボンニュートラル２０５０」※１に基づき、環境への配慮と環境負荷削減に向けて継続的な取り

組みを進めています。具体的には、ＣＯ₂排出量の削減目標をＳＰＴｓに設定し、保有・管理する

ビルや事業所・店舗におけるＬＥＤ照明への切り替え、店舗リニューアル時のサステナブル建材の

採用、使用電力の再生可能エネルギー由来の電力への切り替えを進めること等によって、脱炭素化

に向けた取り組みを更に推進し、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

※１ 小田急グループの環境施策について（https://www.odakyu.jp/sustainability/carbon-neutral/） 

 

【本ローンの概要】 

貸 付 人 株式会社横浜銀行 

実 行 日 2024年 1月 31日（水） 

資 金 使 途 運転資金 

Ｓ Ｐ Ｔ ｓ 2030年度までに Co2排出量(Scope1+ Scope2)※２を 2013年度比 58.8％削減する 

第三者意見 株式会社格付投資情報センター 

※２ Scope1：事業者が所有又は管理する排出源から発生する温室効果ガスの直接排出 

Scope2：電気、蒸気、熱の使用に伴う温室効果ガスの間接排出 

ＳＤＧｓサステナビリティ・リンク・ローンによる資金調達 

持続可能な社会を実現するサステナブルファイナンスを推進します 

https://www.odakyu-fudosan.co.jp/
https://www.odakyu.jp/sustainability/carbon-neutral/
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  【スキーム図】 

以 上 

 

 

 

 

第三者評価機関

●フレームワークの各種基準への適合性を評価し、第三者意見を付与

●資金調達スキームのアレンジ

●KPIのモニタリング

●当行HP等における情報開示

●フレームワーク策定

●企業戦略に沿ったKPIの設定

●管理体制構築

●レポーティング・情報開示

レポーティング

ご融資

外部レビュー
付与・公表

評価依頼


